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罵ヤー撃フトの揚湯試験を童体とした熱海・伊鷺毒温泉の調査研究報告
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　瀞「）報告は混泉研究の一手段どして，エヤー塁フ1・に

よる揚湯試験を主体とし，昭和鱒年簿薄と昭辱ミ骸○年3月

の黛慶鱒わた静熱海・伊蕊山地域において行なった調査

研究と過去の関係資料をと1）塞とめたものである．揚湯

試験の方法は，唱認ン・プレッサーからの送気紛背圧力から

損失厩力を除いて推定水位櫨1を求め，これより自然水位

の経年変化図を描き，象た透水量係数を算出して命闘の

霧周嚢襲における嚢難饗叢ヂータとL、た．

　調査結果を要約すると経年水位1蜂下度は，海爆部噌舞

閥糊5とその嘘縛謝糊玉¢）3毒懲ナ或に二大別でき，ま1た瀧野華葡5を除

いて透水量係数値が大壼い地点は猷裁んど経年水位降下

度の大きい地域申にあることがわかゆた．その繊，過去

の資料をもとに等深慶別の地温分布図を作…成した濤㍉　煮

れは凱の地域の混泉保全およびその発籐の一一鋤とな纂う

るものと考えらぎ耗る幕
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　胤の幸隣魯は撃彊～瀧緊特｛i鷺鷺1海鍵瞬戚／蔦おいて滋雛塾の謙醸礁瓢鷺1：

究の…晶手段と1ーて濫ヤー噌ソト灘）による揚湯i試験お，

ボ栖一誉ング資牽キを1ξち心に1食番愛を加えなが錠）調護蕪懸霧果をま

とめたものである．遜娠垂疑鳳おいても繋藪毎慈気泉に1灘する餅
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究は先議難諸氏紅よゆてp度1々なさ敷、てはい蕎が驚葦捻磯擁易轟勢

井の数は熱海・伊豆山を合わせて⑳○井近くにものぽ凱

この需要の増大に伴ない湯量および水位などの減少が個

楓坑）湯井所有者において心灘され始めた，

　昭勲灘年零月に静ll塁葺県からの現溌把握とその対策につ

いての調査依頼が～蓮〉夢妻調査研：究を寄蓄なやた．繹賢いて昭

諏憩年韓月に前年度試験データと比較研究する意隙で経

常地熱研i究嚢をもッて調三査i研究を行なった1濤調査にあた1

つて資料を撮供していただいた熱海市保健所ならびに申

山が卿》ン“グ鷺鷺など関係奢各位に対し謝意を表す愚、

慧．鯛董の方法
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諜ヤー》ツト乎去により揚湯を行なっている。熱海・伊登

i｛蓬地域も同様で，古い湯井では例外として多少大きい孔

径のものも黛，3あるが，全体的には掘さく孔径照瓢撒φ，

揚湯管2μψガス管，送無管穏ノ鱗ガス管というようになっ

ている。エヤー凱7トによる揚湯井はその機構、玩（第黛図

参照）配管によ参密絹されてお箏水位の直接測定は不轡

能で，一般に雛ンヅレッサーのレシ…バタンク、i血に設置

りおよその縄当をつける鈴みにとど嶽ゆている．これを

調査の基礎資料として揚湯試験に象で発展させるために

は，蜜ずこσ）背圧纏がどの秘慶の圧力損失値誤差を含ん

でいて，またそれが井戸深度の大小によってどの程度差

があるかを知らねばならない、その翫めに実測水位値と

猛力計背圧擁より算出した見かδ上の水位櫨と比較検討

する必要がある．筆者は慧ヵ所による試験データにより

これを塞とめ校正グラツを作成した（第3図参照）．

揚湯試験の方法は，試験井についてなるべく長時聞揚

湯をせず休止させておき，謙ンプ耕ッサーのレシーバタ

ンクに自勤記録式庄力計を設置した後，揚湯を始め揚湯

時水位の背圧懸線を護時聞記録した（第尋一岱図）、そ

の間の湯量湯温の測定および瓢ヤ噌管長，慧ンプレ、ツサ

ー機種などの調査を行なった．以上の方法により総瀟積

約舷難2潤）熱海・俳豆由地域申に経年比較試験井を羅井

設け，延べ紅して瀦井について揚湯試験を行なゆた。塞

た試験調査終了後各試験井位置の標蕎値を無獲式高度計

によ墾測定した描加えて過去の資料とともにこの地域の

調査解析にあた／）た．

エヤー！多ツト織試鶴

憩一一（縫蔓）
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（第S図の説明〉

r般に背圧（劉駄）は次式のような損失を禽む。

　γ遅鐸隅γ，，蕊（孟ず、十蕎十ん∂

　全重麟失7執肇難1編淵醇十ノ～ぞ，十た、
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　　　　　　　毎毒揚湯管の摩、擦損失係数

　　　　　　　ノ～，芦吐出しの速度損失

　　　　　　　ん寒　ξ氣ほうのすべ夢損参箋
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　　　　　　　　馨μ徽鷺壽壁！の／鍛度鳶

み器はジードラの実羅奥欝穏を弓1用して壁

鳶監，課＿β、．．、、7‘颪声嚢

　　糠灘爺む
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拶餐空気管内径

／

β1係数

　　　したがつてん，繍鳥一ノリー為ぞ，となる。

　譲熱／賢夢謝謄三力の1劉摯≦摯いを第雲図のグラフか1三）潔幾壌i渉其こ

算出することができる．新レい井戸で条件がよい場合に

は算出櫨と壌讐灘1毒甑とはほぼ近い婁麟煮鉦蕪三プン纏を示すようで

あるが，年が経るにつれて嵐れには（グラフ申でN甑絡紛

とむ爆愈なれ’てブ冤きな雷舞タ幾厩三力瀬証を雪糞慣鴨こ鉦滋翫郵る。　この

原霞についてはまだ壌弄榊馨ではないが1瀦渉ぎ管¢）韓娼黄，スケ

ール（湯垢〉¢）付藩などの理霞が袴えられる．また空黛

管の途中が腐食によ勢穴があいた場合は背籏櫨が逆にと

びはなれて小となる轍とがある．しかしこのような場一合

には湯量・水位ともに脈動する性状を示すのでぞの異常

を知る鳳とができる（轡B欝響慕図中（ひ翼○．蘇撃）學

　　（なお，第蔓～岱図の各試験井中，おもに配揚湯初期に

認められる脈糞力は羅ンプレ触ズ野一・レ・㌻〆一．バータンクの

許容量が全般に小きいため瞬時の吐出澱ネノレギーが不足

して趨るもので，次第藍減衰レてゆきやがて安定す愚、、）

　校正グラフ、ヒから湾えて蕉常な揚湯井におけ恐輿際上

の全損失圧力は浅水位揚湯井において出蓋一婆騰，澱水

泣揚湯井においても鍛大士灘鵜以内の誤藻範闘とみてよ

いと考えられる．ただレ駈カゲージの読みは零ボイント

をチ澱ックす恐など精密な読みを行なうことが，むしろ

叢数叢1て堅ある。洛

蔓卜（騒潟
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井は，源泉井1簸）訟総と欝εを結ぶ線上に轍とんど並び

熱海温泉地域の憲構遊線を暗示している．また海岸沿い

の湯井を除き水位降隆ぐ（第§図）を沈較検鐸・／してみる

とヲ｛系数／薩び）ノ卦さいま慰、ζ潔は馨羅彗婿く嚢擁灘醤ぐ擢i二のノ卦さい鰻三鐘気

であ至），逆に係数／藪の1大きい地、・1報ま経奪鉱水位1蕩条下憶の大

ぎいま艶域申／こほとんど入る。

　これは過去において係数髄の大きい地城は，揚湯した

場合の水位降下が短い時翼では顕著に認、められないため

に湯1殿が無1繋であるものと錯覚し，安、易に大量琶）湯を汲

ユ景デたために，響壽皐含び）バラン・スを響舞こプくきく熱1し、ている

ものと考えられる．

　誘，黛．窯　段1鞠約な揚湯試験例

　こ轍に澱壼二熱海病i！叡舗（）ほ3）の揚湯試験ヂータ（第H

図）を湿泉井の一般的性状グ）一偶として挙げ℃罫焼。汲

＿ヒけ邑らオ～る裏勝、愚と1憂踏く稼鋒およ〔〆湾く鷺素ll灘『ドグ）移雛系，について

は，普通よく熟iられてはいるが，二駄体的には揚湯管・送

気管ぴ）欝径および送無量その億の条件／胤よ・・ブぐ数擁は変

ってく篠瀞　嚢鼠立鞭藤纏病院蠣・（翼軌i3）¢璃響塗生懸檬箋は幸毎ラ華擁3

における一例である．

擬シー（彗獣））
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　諜．難　地温分布につい℃

　これ蜜でにもこの地域に譲婆ける地醗霞周査は先輩諸氏に

よってなされてはいるが，断藤図的なものが多い．深部

（ここでは2QO鵬以深〉の地濾は地球物理的な性質上臆

数年程度の経年による濃度差はほとんどないものと仮定

して昭和欝奪以降の関係資料をできるだけ多く収集し，

深度別の等温綜分布図を作成してみた（第鷺一・鍵図）．こ

れから媛搬灘舞成を地域的に知轟ことができる．　しかし．揚

湯湯澱と地混とは必ずレも一致はしない．塘域的にみる

と各湯鞍間の湯脈箇所は不規則であ1懇湯脈が深い箇所

にあるか浅い箇所にあ嬰かによって揚湯湯灘．が左右され

てい纂．地域・掘藤く深度などが麟条件の場合の隣接井

盛ぞ一（曇灘〉
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　　　　　籏終図　　醐　離深縦鱒むご簸　の地濃　分謝　（導ぐ1／

で争このような趣1も多くみられる，

尋．結

　以上紅おいて凱ヤー！タフトによる揚湯試験法の特性

と，それに基づくヂータ，その縫、資料によ讐作成された

調査結果を瓢光的に述べた。蒙．調査の方法で記述の通

！）撮泉地においては湯井掘さくに関しての制限上，エヤ

ー三タツトによる揚湯試験法が灘泉調奮の有力な一孚段で

ある、、今回の調査研究によ！〕その指針が得られたが精度

的にはなお幾つかの閥題があ夢，その方法を確立するた

めにはさらに多くの実験ヂータと研究成果の集積が必要

である．

　瓢ヤー，！ノツi・による揚湯は井芦孔径も小さくてすむた

めに，その揚湯試験費も経済的であ勢，その用途は単に

濫泉井に限らず拡大利用できるであろう。

嫌一繕澱）




